
辿
弘
の
家
に
召
し
、
秩
品
怖
を
縦
う
て
別
に
十
五
人
扶

持
を
給
L
、
能
邑
胃
島
に
配
枕
す
る
こ
と
を
宜
し
、
同耳

目
本
多
刷
出
政
守
の
家
に
鋼
し
、
十

一
日
別
に
航
の

お
子
主
Mm
に
組
交
の
名
跡
を
織
が
し
め
て
三
百
石
を

賜
う
た
。
翌
八
年
丸
且
三
日
配
所
に
問
問
。
年
六
十一

一。

寺
町
同
随
鉦
・
mv物
四
川
町
ず
の
若
が
あ
る
。

テ
ラ
ジ
ヤ
マ
寺
池
山

石
川
淵
大
衆
守
背
後
の

山
で
あ
る
が
、も
と
寺
地
村
領
で
あ
っ
た
お
の
名
で
、

大
来
寺
に
闘
係
は
な
い
。
元
政
十
三
年
句
径
の
革
路

銘
に
、『
大
采
寺
の
修
盗
め
で
た
き
を
拝
み
、
寺
地
山

一世
~
た
ど
り
て
、野
凶
の
芝
に
わ
り
ご
取
ち
ら
し
僻
附
。

木
杭
宇
野
は
大
艇
の
背
が
し
ら
雨
背
。
』

J
テ
ラ

ジ
寺
地
(
石
川
〉
。

テ
ラ
シ
ョ
ウ
モ
ン
寺
語
文

l
テ
ラ
ウ
ケ
シ
ョ

ウ
モ

Y

寺
前
諮
文
。

テ
ラ
ダ
ガ
ハ
寺
田
川

以
主
制
組
合
領
山
か
ら

殺
し
、
矢
彼
の
う
ち

Hm
，
平
に
品
目
す
る
も
の
を
合
は

せ
、
矢
彼
の
う
ち
寺
聞
に
奈
っ
て
織
に
注
ぐ
。
統
制
明

凶
粁
除
。
一
に
矢
桜
川
と
も
い
ふ
。

テ
ラ
ダ
ト
ヨ
ザ
エ
モ
ン
寺
田
盟
左
衛

門

初

め

御
録
用
者
か
ら
出
で
、
後
小
聞
と
な
っ
て
新
知
八
十

石
を
受
け
、
安
永
中
坊
主
摘
に
進
み
、
隠
居
の
後
名

そ
幸
穏
と
改
め
た
。
子
孫
相
繍
い
で
掛
川
に
仕

へ
る
。

テ
ラ
ダ
マ
サ
モ
リ
寺
田
将
盛

泌
総
松
次
郎
・

平
路
、
鋭
は
訟
裂
。
文
政
元
年
氾
鍛
踏
の
川
副
総
百
六

十
石
を
問
問
ぎ
、
組
外
に
列
し
、
天
保
元
年
江
戸
御
瞭

式
番
に
任
じ
、
九
年
前
凶
脳
同
抑
制
の
子
治
松
丸
の
仰
と

な
り
、
後
品
開
一
白
石
を
加
へ
、奥
小
将
番
顕
・組
関
温
に

m
m
准
し
、
元
治
元
年
六
十
二
歳
の
時
致
仕
し
て
別
に

養
老
師
陣
百
五
十
石
そ
受
け
た
。

テ
ラ
ヅ
寺
津
石
川
制
限
川
庄
に
関
す
る
部
端
。

テ
ラ
-
一
シ
コ
レ
ヤ
ス
寺
西
伊
安

逝
熔
+
t
M
m
先。

も
と
丹
羽
氏
で
あ
っ
た
が
、
幸
四
禿
訟
の
切
で
、
幼

T
-
フ

テ
ラ
ニ
シ
hm
ケ

チ

カ

寺
西
武
凡

従
永
三
年
小

畑
左
兵
衛
の
奥
力
と
し
て
百
抗
十
「
打
者
側
し
、
U
干
保

九
年
御
文
郎
御
用
者
命
ぜ
ら
れ
、
イ
二
作
=
一
・1
石
そ

増
し
て
組
外
に
班
惜
し
、江
戸
御
脱
式
御
問
訟
に
初
じ
、

延
享
二
年
脱
却
，
と
な
り
、
三
年
総
剣
山
刷
物
出
航
に
任

じ
、
貧
困
問
抗
年
十
月
十
日
七
十
六
段
影
以
て
授
。

テ
ラ
-
一
シ
生
ケ
ノ
リ
寺
西
武
動
沼
桝
九
太
夫
。

覧
保
三
年
父
の
強
校
の
後
荷
受
け
て
イ
人
扶
持
を
領

し
、延
竿
四
年
新
知
百
ご
十
石
定
番
御
脂
砲
と
な
旬
、

表
納
戸
都
中
行
・御
預
地
容
行
に
Mm
任
し
、安
永
中
五
十

石
を
加
へ

、
御
細
工
奉
行

・
新
噺
附
物
胤
凱
と
な
っ

て
、
七
年
疋
用
十
抗
日
放
し
た
。

テ
ラ
ニ
シ
デ
ン
ザ
エ
モ
ン
寺
西
侮
左
衛
門

川比

矢
板
左
衛
門
の
後
脅
承
け
て
百
二
十
布
キ
一
領
し
、
総

外
に
列
し
、
亭
保
九
年
抗
十
石
を
加

へ
、
郎
珠
院
附

御
用
人
と
な
り
、
貸
出
向
イ
一
年
同
御
附
物
刷
出
に
逃

時
か
ら
そ
の
義
ふ
節
と
な
っ
た
。
年
十
抗
、
京
に
往

き
前
田
支
り
に
仕
へ

、
=
一
年
の
後
金
保
に
泣
h
v

、
院

長
抗
年
前
川
利
授
に
仕
へ
て
=
一
一
白
石
吟
受
け
、
後
大

坂
の
役
に
利
治
に
従
ひ
、
功
や
~
以
て
級
九
百
石
に
奈

h
、
府
廻
閉
そ
叙
て
定
番
聞
に
挑
み
、
前
治
三
年
に

波
し
た
。

テ
ラ
=
シ
ジ
ユ
ウ
ゾ
ウ

寺
西
十
緑

地

阪
の
入
。

十
歳
に
し
て
前
川
利
長
に
仕
へ
、
小
将
組
に
列
し
、

政
二
百
.
石
新
受
け
、
大
坂
科
役
に
利
市
に
従
ひ
、
背

民
ロ
で
首
紘
一
そ
M
地
、
元
利
八
年
間
担
。
子
孫
六
代
際

脂
質
規
百
七
十
石
を
領
し
、
天
保
六
年
沢
月
自
殺
し

て
家
断
絶
し
た
。

テ
ラ
-
一
シ
h
F
ケ
チ
カ
寺
西
武
親
泊
桝
奥
市
郎
。

父
は
奥
市
郎
努
長
。
前
川
利
良
の
侍
悶
と
な
っ
て
三

百
石
を
受
け
、
大
坂
繭
役
に
利
治
に
従
ひ
、
元
利
七

年
削
髪
し
て
宗
務
と
蹴
L
、
判
川
文
六
年
七
」
1
九
段
を

以
て
夜
し
た
。

テ
ラ
-
一
シ
ヒ
デ
カ
宝
寺
西
秀
賢

幼
名
庄
右
衛

門
、
後
若
狭

・
石
見
。
父
は
禿
滋
o
w
H
永
十
一
1
年
十

四
設
の
時
家
政
七
千
石
を
袈
ぎ
、
次
い
で
附
川
利
治

に
従
ひ
小
訟
に
妙
。
、
家
老
と
な
っ
た

o
E保
二
年

光
一
仙
の
辿
作
宇
一
都
じ
て
-u

川
野
山
に
行
き
、
三
年
江
戸

に
使
し
て
将
軍
家
光
に
却
し、

後
江
戸
郎
の
留
守
民

と
な
り
、
利
防
犯
後
金
保
に
飾
り
、
覚
。ズ
巾
火
消
役

み
、
明
利
二
年
犯
ぜ
ら
れ
た
。

テ
ラ
ニ
シ
ナ
ホ
ツ
グ
寺
西
直
次

隠
肢
の
入
で
、

活
抑
制
唆
河
守

・
的
巾
守

o
m庖
秀
吉
以
降
努
側
に
主

る
ま
で
仕
へ
、

一
成
イ
一
台
石
そ
領
し
た
が
、捌
伊
原
役

に
敗
れ
た
後
、能
回目六
年
来
っ
て
前
川
利
回
目
に
仕
へ

‘

能
ha
w

臨
島
術
総
向
に
在
っ
て
、千
抗
百
石
荷
受
け
た
。

斑
次
後
致
仕

L
て
門
hm
同門
V
A
訟
怨
と
も
む
か
れ
る
u
と

鋭

L
、
引
百
.む
や
-
惚
問
料
と

L
、
阿
国
安
一
一
年
初
。
平

担
九
十
=
一
。
子
M

時
代
々
滞
に
仕
へ
る
。

テ
ヲ
ニ
シ
ナ
ホ
ユ
キ
寺
西
直

行

逝

桝
三
右
衛

門
。
附
巾
守
直
次
の
三
子
o
w
H
永
十
六
年
間
削
利
治

に
召
出
さ
れ
、

金
子
ご
十
枚
を
受
け
‘
院
安
二
年
父

の
致
引
料
五
百
石
世
襲
グ
、
御
馬
廻
剖
聞
に
班
L
、
斑

文
六
年
別
問
、
子
孫
代
々
滞
に
仕
へ
る
。

テ
ラ
-
一
シ
ハ
ン
エ
モ
ン
寺
西
竿
右
衛

門

治

兵

衛
秀
川
の
弟
。
初
め
緑
川
信
長
に
従
ひ
、
そ
の
誕
後

佼
々
成
政
か
ら
七
百
依
守
徹
せ
ら
れ
、
次
い
で
天
正

十
=
一年
前
川
利
長
に
仕
へ

、
六
百
山
川
を
受
け
、
後
百

山
山
を
明

L
、
元
利
九
年
間
由
。
子
孫
相
綴
い
で掛
川
に
仕

へ
石
。テ
ラ
=
シ
ヒ
デ
ア
キ
寺
西
秀
詮
逝
都
縦
入
。

文
化
九
年
父
九
左
衛
門
秀
一
致
仕
の
後
六
千
況
百
石

青
磁
ぎ
、
十
ご
年
ま
た
秀
一
の
惚
問
料
沢
百
石
そ
併

せ
、
十
三
年
賀
即
寺
火
消
と
な
り
、
天
保
十
二
年
自

分
知
の
内
五
百
石
荷
主
老
俸
と
し
て
、
家
止
町
弟
史
人

努
閥
に
誠
っ
た
。

テ
ラ
ユ
シ
ヒ
デ
ノ
リ
寺
西
秀
則

遇
制
明
治
兵
術
・

宗
風
(
。
日
出
狼
の
入
。
(
久
は
石
見
秀
之
。
初
め
近
江
石

部
城
や
・
領
し
て
融
制
間
信
長
に
引
へ
、
院

A
m億
脱
の

却
下
で
あ
っ
た
。
天
置
三
年
長
篠
の
役
に
従
ひ
、
軍

側
を
受
け
、
受
年
信
長
の
一

向
宗
徒
を
宮
山
つ
に
諮

り
、
高
屋
械
を
攻
め
、
低
後
信
仰
に
邸
し
て
天
王
寺

と
な
り
、
支
出
銀
奉
行
に
滋
h
d、
従
永
ご
年
六
用
退

老
し
て
宗
究
と
鋭

L
、
本
般
の
う
ち
七
百
石
を
隠
居

料
と

L
た
。
六
年
間
問
、
紛
八
十
抗。

テ
ラ
-
一
シ
ヒ
デ
ズ
Z

寺
函
秀
澄

初
め
若
狭
、

俊
治
右
衛
門
、
ま
た
若
狭
。
一
蹴
努
勝
。
天
疋
十
年

父
治
兵
衛
努
則
と
共
に
前
川
利
家
に
仕
へ
て
、
自
ら

千
石
を
受
け
、
後
努
則
の
告
老
ナ
る
に
及
び
、
そ
の

松
広
千
石
を
受
け
、
自
修
中
h

父
の
養
老
敵
と
し
た
。

努
沼
柳
之
献
の
役
に
功
あ
り
、
大
山
明
寺
の
役
に
は
能

決
都
千
代
の
般
を
守
り
‘
伐
に
一
一
千
石
キ
一
加
へ
、
大

坂
繭
役
に
も
出
帥
L
、
流
永
J
l
五
年
致
仕
し
て
宗
乾

と
純
L
、
十
八
年
八
十
三
践
を
以
て
裂
し
た
。

テ
ラ
ニ
シ
ヒ
デ
チ
カ
寺
西
秀
周

辺
総
要
人
。

天
保
十
ご
年
兄
縦
人
努
訟
の
後
を
受
け
て
品
開
六
千
五

百
石
を
領

L
、
秀
訟
残
し
て
限
山
知
五
百
石
脅
引
出
し

た
o
秀
尚
天
文
M
U
敏
そ
好
み
、
そ
の
邸
を
似
民
般
と

名
づ
け
、
天
保
四
年
六
且
朔
日
日
蝕
の
間
側
桁
行
・ヲ

た
。
時
に
年
三
十
八
O

耐
後
の
制
限
を
静
か
に
せ
ぬ

が
、
安
政
五
年
六
十
三
設
で
向
生
得
し
て
ゐ
た
o
努

川
は
宇
そ
恨
徴
と
い
ひ
、
間
水
V
へ
は
芸
問
と
卸
し
て

前
半
一描
い
た。

テ
ラ
ニ
シ
ヒ
デ
ナ
ガ
寺
西
秀
長

逝
都
奥
市
郎
。

九
兵
衛
松
努
の
子
。
初
め
総
川
信
長
に
仕

へ
、
そ
の

認
後
前
間
利
家
の
酬
明
た
る
を
以
て
七
千
石
を
受
け
、

天
正
十
八
年
間
関
東
の
役
に
従
ひ
、
次
い
で
奥
羽
に
入

。
、
感
路
十
月
七
日
出
羽
菅
野
間
町
で
土
起
の
錦
に
倒

さ
れ
た
。

享
年
一「一十七。

五
六
六


